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「
ヴ
ォ
ー
リ
ー
ズ
建
築
文
化
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
全
国
大
会
安
内

　

当
会
が
幹
事
を
務
め
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
を
継
承
す

る
全
国
組
織
で
略
称
Ｖ
Ｎ
Ｗ
の
創
設
20
周
年
記
念
大
会
が
、

東
京
早
稲
田
奉
仕
園（
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）
で
、
５
月
30
日
㈯

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
翌
日
の
日
曜
日
に
は
オ
プ
シ
ョ
ン
で
東

京
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
訪
問
の
企
画
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
煉
瓦
組
積
造
の
建
物
は
、

１
９
１
８
年
の
米
国
バ
プ
テ
ス

ト
総
会
で
報
告
さ
れ
た
早
稲
田

奉
仕
園
の
事
業
に
強
く
賛
同
さ
れ

た
ス
コ
ッ
ト
夫
人
（
１
８
５
１
～

１
９
３
６
）
に
よ
っ
て
、
天
に
召

さ
れ
た
夫
の
記
念
と
し
て
寄
贈
さ

れ
た
も
の
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事

務
所
の
設
計
原
案
に
基
づ
き
、
早

稲
田
大
学
の
内
藤
多
仲
教
授
の
研

究
室
が
施
工
管
理
を
行
い
、
同
研

究
室
の
今
井
兼
次
助
教
授
（
当
時
）

が
担
当
者
と
な
っ
て
設
計
を
完
成

さ
せ
、
竹
田
米
吉
店
が
施
工
を
請

け
負
い
ま
し
た
。
１
９
２
１ 

年
に

献
堂
式（
竣
工
式
）
が
行
わ
れ
、
ス

コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
名
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
建
物
を
会
場
に
、
総
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
早
稲
田
」
、
日
程

と
し
て
は
、
▪️
５
月
3 0
日
㈯
の
午

後
１
時
3 0
分
か
ら
総
会
、
▪️
２
時

か
ら
記
念
講
演
「
Ｉ
、
愛
、
会
い
」

副
題
〜
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
ベ
ニ
ン
ホ

フ
〜
講
師
／
阿
部
千
秋
氏
、
▪️
３

時
3 0
分
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
見
学
会

（
説
明
山
形
幹
事
）
、
▪️
６
時
よ
り

お
楽
し
み【
交
流
会
】
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

※
翌
日
の
日
曜
日
に
は
オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
フ
レ
ン
ズ
セ
ン

タ
ー
見
学
会
な
ど
。

　

今
回
は
、
Ｖ
Ｎ
Ｗ
の
20
周
年
の

記
念
大
会
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

会
員
の
皆
様
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
い
、
参
加
希
望
者

に
は
若
干
の
助
成
金
を
補
助
し
た

い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
資
料
代
、
交
流
会
負
担
金
、

及
び
宿
泊
費
の
一
部
負
担
金
な
ど

で
、
お
一
人
２
万
５
千
円
程
度
助

成
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
人
数
が

多
い
場
合
に
は
若
干
少
な
く
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

参
加
希
望
者
は
、
４
月
17
日
金

曜
日
の
お
昼
ま
で
に
、
ピ
ア
ソ
ン

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
資
料
は
そ
の
時
に
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
（
伊
藤
）
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「Informat ion  Technolog y（情報技術）相談役」を設置します
　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
は
、
12
年
前
か
ら
市
内
各
教
育

施
設
の
先
駆
け
と
な
る
外
国
語
案
内（
４
ヶ
国
語
）
を

導
入
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ソ
フ
ト
製
作
者
が
新
年

度
か
ら
当
会「
Ｉ
Ｔ
相
談
役
」
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
す
る
旨
の
総
会
提
案
を
い
た
し
ま
す
。

　

当
会
の
活
動
の
多
く
に
、

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
事
務
処

理
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
仕
事
は
、
大
き
く
分

け
て
、
①
既
製
の
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
を
利
用
し
て
の
情

報
処
理（
一
般
的
に
ワ
ー
ド

や
エ
ク
セ
ル
）、
②
既
製
の

ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
い
な

が
ら
当
会
の
事
務
処
理
用

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
組
み
上

げ
て
利
用
し
て
い
る
も
の

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
や

会
報
制
作
・
複
式
簿
記
会

計
）、
③
独
自
の
ソ
フ
ト
を

製
作
し
利
用
し
て
い
る（
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
）。

　

し
か
し
最
近
は
、
Ｉ
Ｔ

の
素
人
集
団
で
は
中
々
対

応
で
き
な
い
問
題
が
多
発

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

一
例
と
し
て
は
、
当
初

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
パ

ソ
コ
ン
で
見
る
の
が
主
な

目
的
で
し
た
が
、
近
頃
は

パ
ソ
コ
ン
よ
り
も
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
主
流
に

な
り
、
パ
ソ
コ
ン
向
け
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で

は
見
て
も
ら
え
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
画
面
も
横
長
で
は
な

く
縦
型
が
主
流
に
な
る
な
ど
、
多

く
の
利
用
者
の
利
便
を
考
え
る
と
、

時
代
に
相
応
し
い
対
応
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
度

重
な
る
Ｏ
Ｓ
変
更
・
ソ
フ
ト
の
バ
ー

ジ
ュ
ン
ア
ッ
プ
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
素
人

で
の
事
務
処
理
の
限
界
を
感
じ
始

め
て
い
る
昨
今
、
当
会
と
関
わ
り

が
あ
り
、
優
れ
た
技
術
と
経
験
を

持
ち
北
見
工
大
で
の
Ｉ
Ｔ
指
導
な

ど
を
さ
れ
て
い
た
方
が
、
現
在
何

処
に
も
所
属
さ
れ
て
い
な
い
と
の

情
報
を
得
て
、
早
速
当
会
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
な

い
か
連
絡
し
ま
し
た
。
『
了
解
！
』

と
の
快
諾
を
得
て
、
新
年
度
の
総

会
で「
Ｉ
Ｔ
相
談
役
」
就
任
と
し
て

の
提
案
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
当
会
の
会
員
で

Ｐ
Ｃ
等
で
相
談
事
が
あ
る
場
合
に

は
、
実
費
経
費
で
の
相
談
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
再
度
会
報
に
て
連

絡
い
た
し
ま
す
。

　

力
強
い
Ｉ
Ｔ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
に
期
待
し
ま
す
。　
　
（
伊
藤
）

新
年
度
事
業
提
案
募
集
！

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
指
定
管
理

者
と
し
て
約
22
年
間（
会
の
活
動
と

し
て
は
28
年
）、
ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師

夫
妻
が
こ
の
日
本
で
残
さ
れ
た
業

績
の
調
査
研
究
や
、
ピ
ア
ソ
ン
邸

の
保
存
管
理
、
建
物
の
設
計
者
で

あ
る
W
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
関
連
施

設
等
の
保
存
団
体
と
の
交
流
及
び

情
報
交
換
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
事
業
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
先
輩
会
員
の
ご
努
力
で
、

大
い
な
る
成
果
を
残
す
優
れ
た
団

体
と
の
評
価
も
受
け
、
２
０
０
４

年
10
月
に
北
海
道
新
聞
社「
北
の
み

ら
い
奨
励
賞
」
受
賞
。
２
０
１
１

年
10
月
に
北
海
道
文
化
財
保
護
協

会
「
北
海
道
文
化
財
保
護
功
労
賞
」

受
賞
。
２
０
１
９
年
６
月
に
北
見

市「
教
育
文
化
体
育
功
労
賞
」
な
ど
、

こ
の
間
の
活
動
実
績
を
評
価
さ
れ

る
団
体
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
外

国
語
案
内
の
シ
ス
テ
ム
開
発
、「
文

化
サ
ロ
ン
de
ピ
ア
ソ
ン
」
事
業
に

よ
る
講
演
・
講
座
・
音
楽
会
な
ど
の

自
主
事
業
、
調
査
研
究
の「
ピ
ア
ソ

ン
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
発
行
、
会
報

の
発
行
な
ど
。
更
に
エ
コ
バ
ッ
グ

製
作
や
グ
ッ
ズ
の
開
発
。
皆
様
か

ら
新
た
な
事
業
を
公
募
し
ま
す
！

　
　

４
月
末
ま
で
に
事
務
局
へ
。

第
３
弾
の
エ
コ
バ
ッ
グ
製
作 ！

２
０
２
５
年
度

留
学
生
交
流
の
夕
べ

　

２
月
13
日
金
曜
日
に
、
北
見
工

業
大
学
に
留
学
し
て
い
る
留
学
生

と
北
見
市
民
と
の
交
流
会
が
大
学

の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
花
田
ハ
ー

ブ
部
会
員
、
斎
藤
理
事
、
河
田
理

事
の
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
立
大
学
で
、
一
番
北
に
あ
る

大
学
で
す
が
、
現
在
１
１
２
名
の

留
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
20

年
前
の
倍
の
留
学
生
が
学
ん
で
い

ま
す
。
普
段
は
あ
ま
り
気
付
き
ま

せ
ん
が
百
名
以
上
の
留
学
生
が
い

る
と
は
会
場
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
市
民
と
留
学
生

が
交
流
で
き
る
場
が
も
っ
と
多
く

あ
っ
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
１
月
に
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
本
を
入
れ
る
大
き
さ
の
モ
ス
グ

リ
ー
ン
の
日
本
語
表
記
エ
コ
バ
ッ
グ
製
作
を
製
作
し
ま
し
た
。
１
年
で
完
売

し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
の
４
月
に
は
少
し
大
き
め
の
Ｍ
サ
イ
ズ
で
英
語

表
記
バ
ッ
グ
を
第
２
弾
と
し
て
製
作
。
こ
れ
も
好
評
で
す
ぐ
に
売
り
切
れ
。

今
回
は
最
初
と
同
じ
大
き
さ
で
パ
ー
プ
ル
色
の
バ
ッ
グ
を
製
作
。「
オ
シ
ャ

レ
な
色
！
」
と
女

性
に
人
気
の
よ
う

で
す
。
原
価
の

７
０
０
円
で
頒
布

し
て
い
ま
す
。

　

夏
前
に
は
こ
の

色
の
デ
ザ
イ
ン
で

Ｔ
シ
ャ
ツ
も
製
作

す
る
予
定
で
す
。
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こ
の
「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
め
」
は
、22
年
前
に
街
の
情
報
誌
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、

少
し
手
を
加
え
年
号
な
ど
も
修
正
し
改
稿
と
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
悟

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
の
出
会
い
は
？

　

W
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
ピ
ア
ソ
ン
の

出
会
い
が
、
い
つ
何
処
で
な
の
か
、
未
だ

に
そ
れ
は
特
定
出
来
ま
せ
ん
が
、
貴
重
な

情
報
が
あ
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。
そ
の

資
料
の
こ
と
は
次
回
に
説
明
す
る
事
と
し

て
、
今
回
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
つ
い
て
少
し

説
明
し
ま
す
。

　

一
八
八
〇
年
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
レ
ブ
ン

ワ
ー
ス
で
生
れ
ま
し
た
が
、
身
体
が
弱
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
空
気
の
澄
ん
だ
ア
リ

ゾ
ナ
州
の
フ
ラ
ッ
グ
ス
タ
ッ
フ
に
一
家
は

転
居
し
ま
す
。
こ
こ
で
健
康
を
取
戻
し
た

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
コ
ロ
ラ
ド
州
の
デ
ン
バ
ー

に
移
り
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
を
卒
業
。
卒
業

後
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
に
、
日
本
の

近
江
八
幡
に
あ
る
県
立
商
業
学
校
の
英
語

教
師
と
し
て
来
日
、
若
干
二
四
才
と
い
う

若
さ
で
し
た
。

　

学
校
の
夏
休
み
に
は
、
軽
井
沢
な
ど

に
旅
を
し
て
、
日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人

と
の
情
報
交
換
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
二
年
後
の
一
九
〇
七
（
明
治

40
）
年
に
は
県
立
商
業
学
校
を
突
然
解
職

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
逆
境

に
負
け
ず
学
校
時
代
の
教
え
子
で
あ
っ
た

生
徒
達
と
建
築
設
計
監
督
事
務
所
を
開
設

し
、
一
九
〇
八
年
に
は
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会

館
を
建
築
し
、
翌
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）

年
に
は
、
福
島
県
現
福
島
市
に
福
島
日
本

基
督
教
会（
国
の
登
録
有
形
文
化
財
指
定
）

を
設
計
し
ま
し
た
。

　

若
い
頃
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
建
築
設
計

で
、
以
後
日
本
で
身
を
立
て
て
い
く
チ
ャ

ペ
ル
建
築
第
二
号
の
作
品
と
し
て
誕
生
し

た
の
で
す
。
彼
の
作
品

の
礼
拝
堂
と
し
て
は
最

も
古
い
作
品
に
な
り
、

か
つ
貴
重
な
建
物
で
し

た
。
２
０
１
１
年
３
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災

で
損
傷
し
、
残
念
な
が

ら
修
復
費
用
の
問
題
か

ら
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

【写真】当時福島日本基督教会、戦後は日
本基督教団福島教会会堂。1909 年 12 月
に竣工。偶然にもこの地は（1894 年頃）
ピアソン夫人独身時代、聖公会の宣教師
として活動していた所である。この教会
は2011年まで保存され国の文化財となっ
ていた。

婦
人
矯
風
会
、
北
海
道
で
の
活
動

　

２
０
２
４
年
９
月
に
、
立
命
館
大
学
文
学
部
小
川

真
和
子
教
授
が
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
を
訪
問
。
北
海
道

に
お
け
る
ピ
ア
ソ
ン
夫
人
と
婦
人
矯
風
会
活
動
の
聞

き
取
り
調
査
で
し
た
。
そ
の
取
材
を
含
め
た
永
年
の

研
究
成
果
の
貴
重
な
刊
行
本
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

事
前
に
取
材
の
連
絡
を
受
け
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
伊
藤
理
事
と
玉
置

理
事
の
二
人
で
取
材
に
協
力
し
、
い

く
つ
か
の
質
問
に
応
え
、
必
要
と
思

わ
れ
る
資
料
や
写
真
な
ど
を
Ｃ
Ｄ
に

複
写
し
て
提
供
し
ま
し
た
。

　

北
見
（
当
時
は
野
付
牛
町
）
で
の

婦
人
矯
風
会
の
活
動
は
、
ピ
ア
ソ
ン

夫
妻
が
居
住
（
大
正
３
年
）
さ
れ
た

２
年
後
の
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年

６
月
の
野
付
牛
支
部
結
成
に
始
ま
り

ま
す
が
、
夫
人
は
１
８
９
８
（
明
治

31
）
年
に
は
札
幌
支
部
の
開
設
に
加

わ
り
、
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
に

は
旭
川
に
支
部
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
北
海
道
に
お
け
る
婦
人

矯
風
会
の
草
分
け
的
な
存
在
で
す

が
、
そ
れ
ら
の
事
を
総
合
的
に
研
究

し
ま
と
め
ら
れ
た
本
が
少
な
く
、
研

究
者
に
よ
る
成
果
を
待
っ
て
い
る
状

況
で
し
た
。

　

今
回
、
小
川
教
授
の
本
は
我
々
に

と
っ
て
、
確
認
の
取
れ
て
い
な
か
っ

た
事
項
の
、
い
く
つ
か
の
点
が
、
し
っ

か
り
と
し
た
出
典
に
よ
り
（
私
た
ち

が
探
せ
な
か
っ
た
新
資
料
）
、
伝
聞

が
正
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
確
認
で

き
て
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

一
つ
を
例
に
と
っ
て
紹
介
し
ま
す

と
。
『
遊
郭
か
ら
救
い
出
し
た
女
性

た
ち
を
、
函
館
の
職
を

身
に
つ
け
る
こ
と
の
で

き
る
施
設
に
送
り
出
し

て
い
ま
し
た
』
と
の
言

い
伝
え
が
北
見
で
残
っ

て
い
ま
し
た
が
、
小
川

教
授
の
研
究
に
よ
り
、

《
函
館
婦
人
ホ
ー
ム

0

0

0

0

0

0

0

で
、

収
容
し
た
女
性
た
ち
に

和
洋
裁
、
ミ
シ
ン
の
使
用
方
法
、
外

国
の
料
理
、
国
語
の
読
み
書
き
、
な

ど
を
教
え
て
い
た
。
こ
の
ホ
ー
ム
を

矯
風
会
と
結
び
つ
け
た
の
は
ピ
ア
ソ

ン
夫
人
で
あ
っ
た
。》
と
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
の
根
拠
の
新
た
な

出
典
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
活
動

取
材
に
来
ら
れ
た
研
究
者
が
、
本
に

ま
と
め
た
も
の
を
記
載
し
ま
す
。
ぜ

ひ
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。
高
価
な

本
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
個
人
購
入

が
で
き
な
い
方
は
、
図
書
館
で
購
入

リ
ク
エ
ス
ト
を
さ
れ
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。

①「
白
リ
ボ
ン
の
国
際
連
盟
」
小
川
真
和

子
著
・
明
石
書
店
／
定
価
４
５
０
０
円

②
「
性
を
管
理
す
る
帝
国
」
林
葉
子
著
・

大
阪
大
学
出
版
会
／
定
価
７
０
０
０
円

　

こ
れ
ら
の
本
は
、
遊
郭
問
題
を
扱
っ
た

女
性
研
究
者
に
よ
る
作
品
で
す
が
、
林
葉

子
さ
ん
も
10
年
前
に
来
館
さ
れ
、
ピ
ア
ソ

ン
夫
人
の
矯
風
会
記
録
を
取
材
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
名
古
屋
大
学
に
お
ら
れ
る
と

の
情
報
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
の
テ
ー
マ
と
は
別
に
、
小
檜
山
ル
イ

（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
学
長
）
さ
ん
も
来
館

し
て
お
り
ま
す
。」
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編 

集 

後 

記

　　

新
年
度
を
迎
え
ま
す
。
２
０
０
４
年

４
月
か
ら
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
指
定
管

理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
、
更
に
今
年
か

ら
５
年
間
の
選
任
延
長
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
事
業
で
、「
ぜ
ひ
こ
ん
な
事

業
を
！
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
り

ま
し
た
ら
４
月
末
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
総
会
へ
提
案
で
き
る
も
の
は
取

り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
総
会
が
５
月
末
に
東
京
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
事
務
局

に
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
さ
さ
や

か
で
す
が
助
成
金
を
準
備
し
た
い
と
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
へ
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
５
月
23
日
で
す
。

　

私
的
な
こ
と
で
す
が
、
両
目
を
白
内

障
手
術
し
ま
し
た
。
歳
の
せ
い
で
読
書

の
集
中
力
が
低
下
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
手
術
後
読
書
が
苦
に
な
ら
な
く
な
り

大
い
に
読
ん
で
い
ま
す
。　
　

感
謝
！

　
　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）　　

伊
藤　

悟　
　

２
０
２
６
・
２
・
８
（
日
）

　
　

赤
い
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

♦︎
北
見
の
寒
中
に
も
快
適
に
お
過
ご

し
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
は
元

気
で
、
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
の
夏
の

日
々
を
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

♦
今
日
の
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
が
、
日

本
で
選
挙
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
し
た
。

♦
庭
の
赤
い
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
を

写
真
に
撮
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。　
　

お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。

　
　
　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

２
０
２
５
・
３
・
４
（
水
）

　
　
　

フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は
⑴

♦
北
見
の
気
温
も
日
毎
に
上
が
り
ま

す
か
ら
、
お
変
わ
り
な
く
過
ご
さ
れ

ま
す
よ
う
に
。

♦
こ
こ
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
は
美
し
い

初
秋
の
日
々
で
す
。
今
朝
は
、
ア

ザ
ミ
の
刈
り
取
り
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
あ
ま
り
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
日
は
、
ダ

ム
ソ
ン
李
と
マ
ル
メ
ロ
を
収
穫
し

ま
し
た
。
林
檎
の
木
に
は
、
実
が

た
わ
わ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
収

穫
は
も
う
少
し
先
で
す
。

♦
ス
テ
ィ
ー
ヴ
は
元
気
で
す
。
今
日

は
、娘
の
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
と
一
緒
に
、

羊
の
毛
刈
り
大
会
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
シ

ア
ー
ズ
に
出
場
す
る
孫
ジ
ェ
イ
ク
を

応
援
す
る
た
め
、
出
か
け
ま
し
た
。

私
も
誘
わ
れ
ま
し
た
が
、
入
場
券
は

完
売
で
し
た
。

♦
土
曜
日
に
は
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア

へ
も
ど
り
ま
す
。　
　

ご
き
げ
ん
よ

う
。　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
―
ド

２
０
２
５
・
３
・
24
（
火
）　　
　
　

　

フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は
⑵

♦
こ
ち
ら
は
元
気
に
し
て
お
り
ま
す

が
、
皆
さ
ま
方
も
お
変
わ
り
な
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
北
海
道
で
は
雪
も
消

え
始
め
、
気
温
も
よ
く
な
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

♦
こ
ち
ら
は
秋
の
始
ま
り
で
す
が
、

【 写 真 上 】　 ハ イ ビ ス カ ス の 紅 い 花 。
ニュージーランド北島に多く咲く。ファン
ガパラオアは、ハイビスカスコースという観光
地に属している。

【
写
真
右
】
自
宅
よ
り
歩
い
て
１
キ
ロ
米

範
囲
内
の
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア
公
園
。

秋
色
は
日
本
、
北
海
道
の
光
り
輝

く
よ
う
な
の
で
は
な
く
、
赤
や
黄

色
で
す
。

♦
先
日
、
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア
公
園
へ

散
歩
し
ま
し
た
。
羊
や
ヘ
レ
フ
ォ
ー

ド
種
の
肉
牛
が
パ
ド
ッ
ク
に
見
え
ま

し
た
。
昨
日
は
、
湿
地
で
茶
色
小
鴨

の
新
し
い
一
家
と
出
会
い
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
２
回
目
の
家
族
の
よ
う

で
す
。
こ
の
辺
り
で
は
珍
し
い
種
類

な
の
で
、
嬉
し
い
出
会
い
で
し
た
。

♦
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
中
東

戦
争
の
せ
い
で
、
燃
料
費
が
相
当
に

上
が
り
ま
し
た
。
日
本
で
も
そ
う
か

と
思
い
ま
す
。
戦
争
が
早
く
収
束
す

る
よ
う
希
望
を
託
し
ま
し
ょ
う
。

♦
先
日
、
薪
の
配
達
が
あ
り
、
地
下

室
に
蓄
え
ま
し
た
。
冬
の
備
え
が
で

き
て
良
い
具
合
で
す
。
お
元
気
で
。

　
　
　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

【
写
真
左
】
収
穫
も
間
近
に
控
え
た
リ
ン

　

ゴ
の
木
。


